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A. 研究⽬的 
 最初の緊急事態宣⾔が解除された 2020 年 5 ⽉
以降，COVID-19 の感染拡⼤防⽌と経済活動の段
階的引き上げとの両⽴が図られる中，国際的な⼈
の往来の再開にあたり，効果的かつ効率的な⽔際
対策の実施が求められるようになった．そこで検
疫業務の向上に向けて，⿐咽頭ぬぐい液による
PCR 検査とそれ以外の検査との⽐較，⼊国規制
緩和に伴う⼊国者の陽性率の推移，検疫の国際的
整合性等について検討し，必要な⽰唆を得ること
を⽬的として以下の 3 つの研究を実施した． 
研究 1 ⽇本の検疫施設では 2020 年 7 ⽉まで⿐
咽頭ぬぐい液による PCR 検査を実施してきた．
⿐咽頭ぬぐい液の採取には，⿐咽頭をスワブされ
る時の痛みや不快感，検体を採取する医療従事者
の負担，⽐較的⻑い検体採取時間，医療従事者へ
の感染リスク，個⼈防護具が必須であり供給不⾜
が懸念されている等の課題があり，より安全で簡
便な⽅法による検体採取や検査⽅法が求められて
いた．そこで，検疫対象者における COVID-19

の最適なスクリーニング検査を検討する前向き観
察研究を実施した． 
研究 2 ⽇本では 2020 年 4⽉ 16⽇〜5 ⽉ 25 ⽇
の間全国で緊急事態宣⾔が出され新規感染者数が
減少したが，解除後に⼊国者における COVID-19
陽性率がどのように変化するか，陽性者が国内で
の流⾏に結びつくのか予想ができない．そこで本
研究では，本邦⼊国時に検疫で⾏われた COVID-
19診断検査の結果等を⽤い，⼊国規制緩和に伴
う検疫での COVID-19 の有病率の経時的変化を
観察した．また，診断検査結果と⼊国者の属性と
の関連を分析した． 
研究 3 諸外国における検疫要件がどのようにな
っているか不明な点が多く，検疫検査および隔離
制度等の情報を収集し⽐較する必要がある． 
 
B. 研究⽅法 
研究 1 検疫所設置の軽症者等の宿泊療養施設に
⼊所した新型コロナウイルス陽性者に対し，1〜7
⽇⽬に⿐咽頭ぬぐいスワブ 2 本，⾆下スワブ 1
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ついて検討した結果，陽性⼀致率は 45〜81%であったが，Ct 値<30 では 100%近かっ
た．空港検疫では侵襲が少なく医療従事者に感染リスクの低い唾液抗原検査は有⽤だ
が，ウイルス量の少ない例が課題となると考えられた．次に⼊国者の年齢，性別，出発
地等の属性別に陽性者割合を算出し，検査結果と関連する要因を分析した．2020 年 8⽉
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較して厳格な傾向があるなど，地域差が存在することが分かった． 
 以上の研究結果と考察から，効果的かつ効率的な検疫を実施するための基礎的な情報
を得ることができた． 



本，唾液⾃⼰採取，⿐前庭スワブ⾃⼰採取を実施
する．⿐咽頭ぬぐい液 PCR 検査結果を対照とし
て，⿐咽頭ぬぐい液抗原定性検査，⿐咽頭ぬぐい
液抗原定量検査，⾃⼰採取唾液抗原定量検査，⾃
⼰採取⿐前庭 PCR 検査，⾃⼰採取唾液 PCR 検
査，⾃⼰採取唾液 LAMP，⾃⼰採取⾆下スワブ
PCR 検査，との⼀致率を評価した．⿐咽頭ぬぐ
い液 PCR との⼀致率を Ct 値別に検討した． 
研究 2 ⼊国者の年齢，性別，出発地，到着⽇，
国籍等を⽤いて，⼊国時の陽性者割合を算出，検
査結果に関連する属性を分析した． 
研究 3 世界 203 の国・地域のデータを収集し，
国毎に⽐較した．⽶英のデータベースを利⽤し，
検疫要件と地域流⾏の関連性を検討した． 
研究 1，研究 2 を国⽴国際医療研究センター倫理
委員会に申請し，それぞれ承認された（NCGM-
G-003641-00，NCGM-G-003664-00）．研究 3
は法制度の⽐較であるため，倫理申請は⾏わなか
った． 
 
C. 研究結果 
研究 1 

 
⿐咽頭ぬぐい液 PCR を対照としたとき，各検査
の陽性⼀致率は 45%〜81%だが，ウイルス量の
多い Ct 値<30未満では 100%近かった． 
 
研究 2  
国籍別⼊国時検査数と陽性率の推移（2020 年 8〜
10 ⽉） 

 
 
⼊国前 14⽇間の滞在国／地域別の陽性者割合 

 
 
2020 年 8⽉から 10 ⽉にかけて⼊国者数は約 1.5
倍に増加していた⼀⽅，陽性率は 8⽉の 0.39%か
ら 10 ⽉の 0.33%へ漸減する傾向であった．低所
得国および感染者数の多い国からの⼊国者ほど陽
性率が⾼い傾向があったが，ビジネストラックの
利⽤者は国籍によらず陽性率が低かった． 
 
研究 3  
PCR 検査と⼊国後隔離はアジア⽐較的で厳格に
実施されている⼀⽅，欧州では少ない傾向があっ
た．検疫要件の内容は国の所得⽔準とは相関せ
ず，検疫要件が厳格な国においては，国内地域流
⾏が少ない傾向があった． 
 
D. 考察 
研究 1 本研究により，ウイルス量の多い陽性者
においては唾液抗原等の安全で簡便な検査によっ
ても 100%近い陽性⼀致率が認められることが判
明した．また，⾃⼰採取による唾液抗原検査は被
験者，医療従事者ともに負担が少なく，簡便かつ
短時間で結果が判明することから空港検疫で実施



できる利点がある⼀⽅，ウイルス量が少ない例が
課題となると考えられた．空港検疫での唾液抗原
検査の有⽤性につき考察し，感染症部会に報告し
た（2021 年 1 ⽉ 15 ⽇）．査読付き英⽂誌に掲載
された． 
研究 2 本分析結果は 3ヵ⽉間の観察に限定され
るものの，全国の⼊国者を網羅していることか
ら，流⾏状況や所得に基づく制限，ビジネストラ
ック等の⼊国規制には⼀定の流⾏抑⽌効果がある
と考えられた． 
研究 3 世界の検疫要件を国別に⽐較すると，ア
ジアでは厳格な傾向がある⼀⽅，欧州では緩いな
ど地域差が存在することが分かった．同時に周辺
国や国内流⾏状況により検疫要件は頻繁に変化し
ていることも確認された．変異株の出現により更
にアップデートされると予想される． 
 
E. 結論 
 以上の 3 つの研究結果と考察から，効果的かつ
効率的な検疫を実施するための基礎的な情報を得
ることができた． 
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